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東京医科歯科大学大学院医歯学総合研究科

日本大学医学部第一生理学教室教授を長年にわたりお

務めになられた酒田英夫先生が2013年10月４日に永眠

されました（享年78歳）。

酒田先生は東京大学医学部をご卒業後，東京大学脳研

究施設の時実利彦先生のもと海馬機能の研究で学位を取

得され，1964年に大阪市立大学医学部第一生理学教室

（当時：浅沼 広教授）助手に就かれました。1972年

に，同年に開所された東京都神経科学総合研究所に移ら

れてご研究を続けられ，1987年に日本大学医学部第一

生理学教室に教授として赴任され，2000年まで同職を

お務めになられました。また，ご退職ののちは，日本大

学教授（非常勤）を経て，2001年から2009年まで東京

聖栄大学の教授を務めておられます。

先生は大阪市立大学時代に皮質内微小電気刺激法

（ICMS）を用いて大脳皮質の研究を始められました。

この間，1967年にJohns Hopkins大学のV.B.Mount-

castle先生のもとに留学され，覚醒サルの体性感覚野

ニューロンの活動記録という，その後の先生のご研究の

基軸となる研究をなさっています。1968年に帰国され

ましたが，ちょうど70年安保と大学紛争のまっただ中

で，大学の研究室は閉鎖されていたため，開所されたば

かりの京都大学霊長類研究所で５野の体性感覚ニューロ

ンの研究を始められました。先日，久保田 競先生か

ら，霊長類研究所でチンパンジーの研究が動きはじめた

のは酒田先生の発言がきっかけであったと伺いました。

東京都神経科学総合研究所に移られたのち，再度

Mountcastle先生のもとに留学され，この時は下頭頂小

葉７野での研究をされています。私も経験しましたが，

下頭頂小葉の７野からは視覚，運動に関連した多彩な

ニューロンが記録されます。Mountcastle先生は運動と

の関連に重きをおかれ，運動開始の司令に関係すると解

釈されましたが，酒田先生はむしろ知覚との関係に注目

され，その後の一連の頭頂連合野研究を進められまし

た。

日本に戻られて，いわゆる滑動性眼球運動ニューロン

（追跡ニューロン）が眼球運動だけでなく背景の動きに

も反応すること，注視ニューロンが目標の空間的位置を

表現していること，さらには，回転運動に選択的に反応

するニューロンの中に奥行き回転に反応するものがあ

り，エイムズの窓を使った実験で，これらのニューロン

が物理的な回転ではなく知覚的な回転を表象しているこ

とを明らかにされました。先にも書きましたが，下頭頂

小葉７野のニューロンの反応は多彩で，何に反応するの

かすぐには決められません。酒田先生は広い研究室をつ

くられ，サルの前で踊るように動き回るという方法で，

最適刺激は何であるか探っておられました。

私は東京都神経科学総合研究所，日本大学時代に，操

作運動の研究，立体視の研究，そしてナビゲーションの
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研究に関わらせていただきました。これらの研究はどれ

をとっても極めてユニークで，工業用ロボットが研究室

の中にある，スターウォーズの制作に使われたCG作成

用のコンピュータがあるという環境から生まれた研究で

す。いま，主たる教科書を開くと頭頂間溝にAIP野，

CIP野が記載されていますが，これは先生のこれらの

研究によってその機能が明らかにされた領域です。

先生の発想は，すべては自然な中に真実があり，でき

る限り普段と変わらない行動をさせ，その中から目的と

するニューロン活動を見つけるという，およそそれまで

では考えられない手法でした。心理物理学，臨床神経学

に深い造詣をお持ちであったことがこれらの研究の発想

につながったと考えます。そして，今日の霊長類での高

次脳機能研究は先生のとられた手法が主流となっている

ことはご存知のとおりです。

酒田先生は海外の先生方との交流も深く，留学された

ときからのお付き合いであるHyvarinen先生，Geor-

gopoulos先生，操作運動の研究をきっかけとして知り

合われたJeannerod先生，Arbib先生，Rizzolatti先

生，また，Zeki先生など多くの先生方と親交を持たれ

ていました。

学問に対する先生の真摯なお気持ちは学生教育にも現

れており，実習の際には朝早くからご自分で実験動物の

手術をされ，夜遅くまで記録に付き合い，また，発表会

では，学生であるからと手を抜かれることはなく，厳し

い質問を投げておられました。学会で鋭い質問をされて

おられるのをご覧になった先生方は多いと思いますが，

弟子にも厳しく，お葬式の際に日本大学時代の弟子が集

まった席で，酒田先生から厳しい叱責は受けたことがあ

るが，誰ひとりとして褒めていただいたことがないこと

がわかりました。

他方，食べることが大変お好きで，教室旅行であちこ

ちに出かけその土地のものを美味しそうに食べておられ

たことを思い出します。また，テニスがお好きで，学

会，あるいは特定領域研究の泊まりがけの研究会でお相

手をされた先生方もおられることと思います。

大学をお辞めになってからも研究，学問に対する意欲

は少しも衰えることなく，学会に出席しておられまし

た。それだけに突然のお別れは大変残念でなりません。

先生のこれまでの研究者，教育者としての情熱とご業績

に深い敬意を評し，心よりご冥福をお祈り申し上げま

す。

（本稿は神経科学学会ニュースレターの追悼文を加筆修

正しています。）
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